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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され，

以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告書第424集として，千

葉県土木部の(国)296号国道道路改築事業に伴って実施した佐倉

市井野一里塚南遺跡、の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，陥穴が検出されるなど，この地域の歴史を知る上

で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また郷土の歴史を

理解するための資料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理までご苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成14年3月25日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長清水新次



凡 例

1 本書は，千葉県土木部による(国)296号国道道路改築事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，千葉県佐倉市井野字一里塚1178番4ほかに所在する井野一里塚南遺跡(遺跡

コード212-043)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，千葉県土木部の委託を受け，財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 発掘調査と整理作業の実施期間及び担当者は本文中に記述した。

5 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁生涯学習部文化課，千葉県土木部道路建設課，

千葉県印膳土木事務所，佐倉市教育委員会，財団法人印膳郡市文化財センターの御指導，御協力を得た。

6 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1/25，000地形図「佐倉J(Nl-54-19-14-2) 

第2図佐倉市発行 1/2，500 都市計画図

7 周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による昭和48年及び平成13年撮影1/11，200・1/10，000のものを

使用した。
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I はじめに

1 調査の経緯

千葉県土木部は，佐倉市井野宇一里塚地先において(国)296号国道道路改築事業を計画し，千葉県教育

委員会に遺跡の有無を照会したところ当該地先が井野一里塚南遺跡の一部に含まれることが確認されたた

め，千葉県教育委員会と協議の結果、事業地区内の埋蔵文化財の取扱いについて記録保存の処置を講ずる

こととなり，財団法人千葉県文化財センターが発掘調査を実施することとなった。

調査は，平成12年12月1日から平成13年 1月31日の期間に次の組織と担当者により実施された。

平成12年12月1日~平成12年12月28日

調査事務所長石田贋美，上席研究員 落合章雄

平成13年 1月4日~平成13年 1月31日

調査事務所長石田康美，上席研究員 立石圭一

また，整理作業は以下の期間及び組織と担当者により実施された。

平成13年6月1日~平成13年6月28日

調査事務所長石田麗美，副所長石倉亮治

2 遺跡の位置と環境

井野一里塚南遺跡は，利根川下流の下総台地北部に所在し，印膳沼南西の標高27m前後の台地上に位置

する。南方向から印据沼西端に隣接する低湿地に突出したこの台地は，海成の第四紀洪積世層上に堆積し

た火山成の関東ローム層からなり，小河川の浸食作用による幅の広く浅い樹枝状の谷によって複雑に削り

取られ半島状になっている。

遺跡周辺は昭和50年代以降のユーカリがE住宅団地造成による地形変更が著しく，現状から地理的環境

を検討するのは困難である。昭和48年当時の航空写真1)によれば，井野一里塚南遺跡は印膳沼と印膳沼に流

入する高野川及び手繰川の各水系に挟まれた比較的偏狭な台地上に所在する。現在，井野一里塚南遺跡の

南にはモノレール・ユーカリが丘線地区センター駅周辺の平坦な街区が展開するが，この地域には高野川

の小支流小竹川により形成された東方の小規模な支谷からのびる谷津の存在が認められ，谷津の北側台地

上に本遺跡は立地していたことになる。

井野一里塚南遺跡周辺には，井野一里塚南遺跡と同じ台地上に 2井野長割遺跡・ 3井野遺跡・ 4井野宮

ノ台遺跡・ 5井野松山遺跡・ 6井野前畑遺跡・ 7青菅東台遺跡・ 8青菅葉代台遺跡があり，高野川の小支

流によって形成された支谷を挟んで東側の台地には.11小竹後谷津遺跡・ 12西ノ台遺跡・ 17小竹登戸遺跡

がある。井野・青菅地域は，縄文時代中期から晩期にかけての遺跡が顕著であり，財団法人印据郡市文化

財センターにより平成 9年から平成13年まで数次にわたり調査された井野長割遺跡では. 4基のマウンド

を伴う盛土遺構とともに縄文時代後期から晩期の集落の存在が確認されている。 2)

手繰川東岸の印膳沼に面した台地には. 24臼井台山崎遺跡・ 26八幡台遺跡・ 27八幡台B遺跡・ 28洲崎砦

跡遺跡・ 29臼井台寺台遺跡・ 30臼井田外城北遺跡・ 31臼井田台畑遺跡・ 32臼井城跡本城遺跡・ 33臼井台大
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第 1表主な周辺遺跡

帯号 遺跡 y， 所 荘 地 時代(時期)

井野一里塚南 佐倉市井野字 'r塚1176-1他 縄文(晩)

2 井野長割 佐合，lil宇野守:長押'1834 縄文(後・晩)

3 1十野 枯合rti井野'y南fi'o28 縄文

4 井野宮ノ台 佐倉市井野'日ノ台17

5 井野松111 佐倉市井野字松山738他 平安

6 井野別畑 佐倉市井野宇前畑196他 縄丈(後).市噴 1'1')

7 青菅東台 佐倉市青菅字車合215他 縄文，弥'j:_， Ititj員

8 青管葉代台 佐合，li青菅字葉代台314他 縄文("， '後)

9 小竹扇立 佐倉市小竹字扇立1259他 縄文(中・能人弥生 (ql)，，(I!費千ま

10 小竹郷 佐倉市小竹宇郷他 縄文.弥呼，干宜

11 小竹後谷津 佐倉市小竹字後谷津1028他 縄文(後1.弥ヰ (後1. 千五

12 向ノ台 佐倉市小竹字阿ノ台1459-7他 弥生(後)， ~iJ貫( It~ ・後) 干'[i:

1:1 青青木ノ宮 佐倉市青菅'j:本ノ宵1077他 縄文(中)， 1ft墳(後)

14 占見台 佐倉市 縄丈 (111・後・晩)

15 間野台貝塚 t任会 rfj 縄文(中)

16 u事貝塚 佐倉市上陸 縄文(早)

17 小竹堂ρ 佐台市小竹字な)'117:1他 縄)( ('1'1， ~jl白. 、ド宜

18 上座 佐倉，li1:庵字西谷津626-2 縄文(早・中後)

19 萱橋 佐合市 I一座字笠橋712 弥'1-: Ii-長)

20 畔凶仲新畑 佐倉市畔IH字joi'新畑回8，4他 縄文(早・ 'j' 後1，弥'1:.. r'iiit 

21 小竹山l台 佐倉市小竹'I'I白l台749-1他 I古墳(前・後)

22 l時安 1 佐台市 l二時メ7安 t-52-1 -}他 弥中(後) 市11¥(前・後)

23 上庵後 佐倉市上座字後1018他 縄文(I''i.占墳{前)

24 H井台山崎 佐倉市，j井Ei'r:llJ崎215他 11it貞(後)， 、ド安. 中近 111

25 仲台砦跡 佐倉市八申書台21'日 中近i吐

26 八幡台 佐倉市八幡台lJ'fj 弥'1:.. r'i!_貫， 奈良 、ド五

27 八幡台B 佐倉市白井台下八幡fil1剖他 縄文(後).弥't.I後l，~jj氏、f;:'{é

28 洲崎砦跡 仏台市日井字洲崎121211血 ，'，近世

29 rl井台寺台 佐倉，liI'l井台字τ子fi496他 縄文.弥'L 干'正. Ijr近|什

，10 臼井l廿外城北 佐倉市F1井HI'j:外城1059-1他 中近i吐

31 EI井川合畑 佐倉，1"J井fB'--tfi畑381他 吋ド'1'， 、ド安， 111近|廿

32 fjl十城跡本城 佐倉市t1井字城ノ内619-11也 縄文，、f'-'i年. Ijr近jtI:

33 tJ井台大名街 佐倉市円井六大名liil41也 t']t白1s'i.良， 'J"，主. qr近l什

34 Fl井城御原敷跡 佐ft市臼井台'i:外域1072他 中近世

35 上I'ji矢橋 佐倉市上陪矢橋49お 縄文(早中佐人弥生刊を!，[I_jl自(fiij)

36 ト¥ιi1:k西 f!i台市下;正、浮'tk内1064-1他 縄丈(中)，、l"i己

37 F，t、津兼丸 佐倉市下，t;津7・華九1489他 市噴(後)， 、l'安

38 神楽場 佐倉市ド志il"i';吾、i宇橋122他 IIH i器，縄文(oj'・憧・晩1.，';111，近伊

39 飯郷作 佐倉市 f，志津 F飯郷刊 262-1他 縄文.明、叶. Ifi!員， γι

40 下志津瓦反日 佐倉市下，0.;津1;))(1146911也 縄文 (oj'・後).8111. 奈良

41 ド;ιi芋白井作 佐倉市ド志津守:向井門 31お 3他 縄立: (中)， I可I古

42 上峠城跡 佐倉市卜¥よ;津7・上峠386他 縄文(早・中)， I'it責(後1. 中l什

43 ド志津弁天 佐倉市下よ:津7二弁え117 、v安
44 畔田川崎東 佐倉市畔回宇111崎114他 Imi器，縄文，弥生古墳ギ'ij:

45 畔IH川崎西 佐台市畔回字川崎64他 縄文，弥ヰ， [fj.t自

46 畔岡'h口 佐倉市畔lll'f'台["1315他 縄文(oJ'l

47 'H告花日南 佐倉市中谷'1花11 縄文(後・晩)

48 1'1井南(イ1神 2地lメ) 依倉市臼井台字イ1神 縄文，弥生， [1it.宜.、1"久

49 fl井南(石神 l地lメ) 佐倉市fl井千l'子市神 川れ器. Ijl世

50 El井南(f1神 3地1>(1 佐倉市1'3件h'-{'・h神 IU イ i器.縄文"弥司守 ltj墳、 'I"!ふ ~11i!I I甘

51 '1谷C地区 佐倉市生谷宇越谷津1241'血 縄)(，弥1'" '1'tlt 

52 '1谷松山 仏合市 '1谷千松11m他 縄立: (中1， ~泊、'}
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台地 1'，.畑

台地 1.畑

介地端.畑・ 111林

台地 1'"畑

台地1-.，畑・筑地 文4

台地L，畑田荒地

台地端. 't地

fi地 L 宅地 文5

台地L.矧

台地 1" 畑

台地 1"畑・ 111林 抄5.63. 文6'7 

台地 1'，.両校校庭 抄S，50-S，52，文8

台地 1'" 宅地・畑 文6

台地L. 'u地・荒地 文日

百状台地，山林・畑

台地 1，.畑

台地上.畑

台地 1'" 畑

台地L.畑・℃地

fi地L.畑

台地1-.，宅地 文9・10

介地1-.， 't地 え:9・10

台地端，七地 抄S.49・50. 文9・10

台地 1'" 主地 抄S.50・51.文11

台地 1'" 畑

T葉県教育Jj牛iIt学習加え;化課

仏，1市教育委民会(町'119)

lldi，li IH日511
IlIjlド11臓部，1，主化財センター(、iι6) 
仙台市教育吾o会(町村山

I1甘11:111首都市立;化財センター(町lii11
flr: íî~-llrサークル(町!621
佐(¥，!i教育委tl会(、j'品)

(財1T葉県文化財セ〆ター (UHS:1)
杭(t01，教育委u会ほか(lI(fso)
l' ill'~I( I.j 1地1'(~向寄生用組{'I (H{i51) 
1:111駅南 1地lバl曲l整理組介調査[.Ji (!lriS2) 

備 号

S.44・45・48.H.9 '12 部調査

5日)調査

S.511調膏
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名宿遺跡・ 34臼井城御屋敷跡遺跡などが所在している。この地域の特色は，弥生時代以降の遺跡が顕著で

ある。特に仲台砦跡遺跡・洲崎砦跡遺跡・白井城跡本城遺跡を初めとする 15~16世紀主体の中世城郭関連

遺跡が所在する。

手繰川の水系には，西岸の16上座貝塚・ 18上座遺跡・ 19萱橋遺跡・ 211J、竹向台遺跡・ 22上座安土遺跡・

23上座後遺跡・ 35上座矢橋遺跡・ 36下志津大西遺跡・ 37下志津兼丸遺跡・ 38神楽場遺跡・ 39飯郷作遺跡・

40下志津五反目遺跡・ 41下志津白井作遺跡・ 42上峠城跡遺跡・ 43下志津弁天遺跡・ 44畔田川崎東遺跡・ 45

畔田川崎西遺跡・ 46畦田台口遺跡と東岸の47生谷花口南遺跡・ 48臼井南(石神 2地区)遺跡・ 49白井南

(石神 1地区)遺跡・ 50臼井南(石神 3地区)遺跡・ 51生谷C地区遺跡・ 52生谷松山遺跡がある。同水系

の遺跡の中では，県指定史跡である上座員塚で縄文時代早期の住居跡から廃棄された多量の貝が検出され

ている。

手繰川西岸の地域では，旧石器時代から中・近世にわたる遺跡が所在し，昭和54年に県指定史跡となっ

た飯郷作遺跡では，財団法人千葉県文化財センターによる昭和51年・ 52年の調査で古墳時代前期の前方後

方墳をはじめ方形周溝墓や方墳の所在が判明した。 31

手繰川東岸の地域では，生谷松山遺跡で馬蹄形状に展開する縄文時代中期の集落があり 4)，手繰川東岸の

台地のさらに東には鹿島川があり，その水系には14吉見台遺跡， 15間野台貝塚がある。吉見台遺跡は，縄

文時代晩期の大型住居跡が検出され5)，間野台貝塚では平成6年の財団法人印膳郡市文化財センターの調査

で，縄文時代の早期及び前期の住居跡をはじめ多数の土坑が検出された。 61

印膳沼に流入するもう一つの水系である高野川流域には， 13青菅木ノ宮遺跡がある。青菅木ノ宮遺跡は，

縄文時代中期や古墳時代後期の遺物が出土している。

注 1 航空写真(京葉測量株式会社昭和48年撮影 IC21A-22J及び平成13年撮影 IC 18 -25J) 

2 2001. 6 Iみつけた佐倉市井野長割遺跡Jr財団法人印膳郡市文化財センター広報誌フィールドブック

Vol. 9.1財団法人印膳郡市文化財センター

2001. 7 I佐倉市井野長割遺跡一縄文時代のスペースデザイン， I円環の秩序J-J r財団法人印膳郡市文化

財センター第 5回遺跡発表会発表要旨J財団法人印旗郡市文化財センター

3 1977. 3 r佐倉市飯合作遺跡J財団法人千葉県文化財センター

4 2000.3 I佐倉市生谷松山遺跡(02-078)j r財団法人印施郡市文化財センタ一年報15一平成10年度一』財団

法人印膳郡市文化財センター

5 2000.3 W千葉県佐倉市吉見台遺跡A地点一縄文時代後・晩期を主体とする集落跡と貝塚の調査一』財団法

人印旗郡市文化財センター

6 1994.3 r千葉県埋蔵文化財発掘調査抄報一平成 6年度-.1千葉県教育庁生涯学習部文化課
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E 調査の概要

1 発掘区の設定

佐倉市井野一里塚南遺跡の調査区は，事業地内の長さ約260m幅約20mの範囲にあたり，調査面積は4.800

mで，一部佐倉市道を含む。(第 2図網掛け部分)

調査区内における発掘区は，公共座標を基準として20mx 20mの方眼グリッドを設定し北から

1， 2， 3， .・・，西からA，B， C.・・・とし， 1A， 2B， 3C，・・・と呼称した。また，各方眼グリッ

ド内を北西端から南東端にかけて先頭の00グリッドを第 1段第 1列とし10列ごとに次段の西端に移り， 10 

段10列の100分割小グリッドを設定し，遺構の検出や遺物の取り上げの際の基準とした。

調査は平成12年12月1日から平成13年1月31日までの期間行われ，調査対象面積4.800凶のうち10%に相

当する480ぱの上層と 4%に相当する192mの下層それぞれについて確認調査を実施した。上層の確認調査

は，幅 2mのトレンチを22本延べ240m分を道路改築範囲に対応して配置した。下層の確認調査では，上層

確認の際に設定したトレンチ内及びその周辺に 2mx2mの確認調査発掘区48か所を設定して武蔵野ロー

ム層上面までの遺物の有無を確認した。また，下層確認グリッドの任意の地点 3か所で、層序の観察を行っ

た。

2 井野一里塚南遺跡の層序

井野一里塚南遺跡の層序は， 4G' 5E・7A各グリッドの上層確認トレンチ内に設定した下層確認調査発

掘区において土層の堆積状況を観察した。土層の観察面は，いずれも 2mx2mの発掘区北西壁面を使用

した。

それぞれの地点の土層については，表土層より下層に向けて順次分層可能な層位について第 1層，第

2層・・・とし，それぞれについて「下総台地における立川ローム層の層序区分」における検討結果に基

づき土層の観察を行った。(第 2表)

4Gグリッドでは，第 1層及び第 2層は土色の違いはあるがともに耕作土層であり，第 3層の耕作用トレ

ンチャー痕は第 4層を貫き第 5層まで達している。第 4層は皿層に相当し，第 5層は町層-v層に相当す

る。井野一里塚南遺跡のV層は第 1黒色帯に相当するが，町層との明確な分層はできなかった。第 6層は

パミスの拡散が著しく羽層に相当すると思われるが，以下の層序は乱れが無く安定している。第 7層は第

2黒色帯上部の四層に相当し， W層直下は第 2黒色帯下部の医層となるが，四層については確認できなかっ

た。第 8層はIXa層，第 9層はIXb層，第10層はIXc層にそれぞれ相当する。井野一里塚南遺跡では医層中

にやや明るい褐色の間層である IXb層が確認されている。

また， X層は立川ローム最下層となり第11層は Xa層，第12層は Xb層，第13層は Xc層にそれぞれ相当

する。

第13層までは立川ローム層であり，第13層直下より武蔵野ローム層となる。

5Eグリッドでは，第 1層及び第 2層耕作土層中に第 3層耕作用トレンチャーによる撹乱が見られる。第

4層は皿層に相当するソフトロームであるが小ブロック状に残存するのみとなっている。第 5層はW層~

-5-
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2m 

観察地点
土色 内 容

4Gグ1)'/ド 5Eグリァド 7Aグリッド

第 1層 第 1層 第 1層 制色土 耕作土

第 2層 第 2層 第 2層 黒色士 耕作土

第 3層 第 3層 禍色士 耕作用トレンチャー痕

第 4層 第 4層 第 3層 黄樹色士 E層ソフトロームに相当する。

第 5層 第 5層 第 4層 制色土 町層-y層に相当する。

第 6層 第 6層 第 5層 明黄禍色土 明層に相当する。パミスの拡散が著しい。

第 7層 第 7層 第 6層 制色土 四層に相当する。請、黒のスコリアを含む。

第 7層 黄禍色土 四層に相当する。

第8層 第8層 第8層 暗嗣色士 lXa層に相当する。赤黒のスコリアを含む。

第 9層 第 9層 第 9層 同色 1 IXb層に相当する。スコリアを含む。

第10層 第10層 第10層 暗溺色 f IXc層に相当する。スコリアを含む。

第11層 第11層 第]]/百 某制色 f Xa層に相当するの

第12層 第12層 暗某骨量色t Xb層に相当する。

第13層 第12層 茶尚色 l Xc層に相当する。

井野一里塚南遺跡士層観察対比表

(1140) 

第 2表

土層観察地点と堆積状況図
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V層に相当し，第 6層はパミスの拡散が顕著なM層に相当する。第 7層は第 2黒色帯上部の四層に相当し，

4Gグリッドと同様に四層下には四層に相当する堆積層は確認できなかった。四層に続き第 2黒色帯下部の

E層の堆積が見られ，第8層は1Xa層，第 9層は1Xc層にそれぞれ相当し， 4Gグリッドで見られたE層中

の間層である1Xb層は確認できなかった。また， 5Eグリッドの最下層はX層であり，第10層はXa層，第

11層はXb層，第12層はXc層にそれぞれ相当する。

7Aグリッドでは，第 1層及び第 2層は耕作土であり，第 3層は第4層に達するクラック中にわずかに残

存している。第 3層はE層，第4層は町層-v層にそれぞれ相当する。第 5層はパミスの拡散が著しく羽

層に相当し，以下の層序は安定している。

また，第 6層は第 2黒色帯上部の四層に相当し，第 6層と第 8層との境にはわずかにレンズ状に挟まれた

第7層が見られる。第 7層は4Gグリッド及び5Eグリッドでは確認することのできなかった珊層に相当す

る。第 8層から第10層は医層に相当し，第 8層は1Xa層，第 9層は医 b層，第10層は医c層にそれぞれ相

当する。 7Aグリッドでは，第 9層の医b層は小ブロック状にわずかに確認できる程度である。

また，第11層及び第12層はX層に相当し，第11層はXa層，第12層はXb層にそれぞれ相当し，第12層直下

は武蔵野ローム層上面となり，立川ローム最下層のXc層は確認できなかった。

3 遺構と遺物

遺構は，調査区の東端から約36m中央寄りの3J-20グリッド付近に陥穴 1基が検出された。

1号陥穴

規模は，開口部の長軸径203mx短軸径108m，深さ 2mの平面楕円形である。伴出する遺物は検出されて

いないため，時期の特定はできない。陥穴開口部の長軸の方位はN-350 -Wで，南に面する谷津と並行す

る位置関係にある。覆土の状況は，緩やかな皿状の自然堆積である。特定の用途を想定できるような残留

物も検出されておらず，徐々に埋没したものと考えられる。

底部は比較的平坦で，長軸径Oo7mx短軸径Oo3mの楕円形を呈し，底部の長軸方位は開口部の長軸方位と

一致している。また，陥穴の断面観察では底部付近でややすぽまる様子が見られる。

今回の調査では，調査区全域からの出土遺物は総数10点で，すべて縄文土器の小破片であり，実測及び

採拓可能な大きさのものは無い。

9-
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E まとめ

井野一里塚南遺跡周辺の縄文時代の遺跡は，中期以降集落規模の大きなものや特異な性格を有する遺構

や遺物を伴うものの存在がこれまでの調査で明らかとなりつつある。

井野一里塚南遺跡に隣接する井野一里塚遺跡は縄文時代晩期の包蔵地であり，井野一里塚南遺跡の北西

約O.3kmにある井野長割遺跡では縄文時代後期から晩期にかけての集落が確認され，住居跡や盛り土遺構内

から異形台付土器や香炉形土器が検出されている。 11

井野一里塚南遺跡の南東約 4kmにある吉見台遺跡では，縄文時代中期から晩期にかけての集落が検出さ

れ，晩期には大型住居跡(長軸19m.短軸16.5m)が存在したことも明らかとなっている。また，異形土製

品や多数の山形土偶，土製耳飾りなどを出土していることも特徴である。 2)

また，井野一里塚南遺跡の南東約2.6kmに位置する生谷松山遺跡では径約150mにも及ぶ環状ないし馬蹄

形の縄文時代中期の住居跡群に固まれて多数の土坑や小竪穴が群集している状況が確認されている。 3)

井野一里塚南遺跡の今回調査の対象となった調査区は，調査面積に比して出土遺物量が極めて少なく，

遺構や遺跡の年代を特定する根拠を示すことは困難である。調査区内の 3地点で行った士層の観察から，

町層-v層以下の層序が安定しているのとは対照的に耕作土層直下のE層の遺存状態が不安定な状況と

なっており，耕作土の入れ替え等により E層の主な部分及び縄文時代以降の包含層が一掃されている可能

性が考えられる。

注1 1999.3 rふるさと歴史読本 原始・古代の佐倉』佐倉市

2 1983.3 r佐倉市吉見台遺跡発掘調査概要nj佐倉市教育委員会

1999.3 r千葉県佐倉市吉見台遺跡A地点』財団法人印旗郡市文化財センター

3 2000.31佐倉市生谷松山遺跡 (02-078)Jr財団法人印据郡市文化財センタ一年報15一平成10年度一』財団

法人印膳郡市文化財センター
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写真図版
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